
解答 102

f(x) = x3 − 3a2x + 4aとする。

f ′(x) = 3x2 − 3a2であり，y = f(x)のグラフが x軸

と共有点を 3個もつ条件 · · ·（ア）を求める。
f ′(x) = 3 (x + a)(x − a) となり，

f(x)が極値をもつことが必要となるので

a \= 0 · · · 1⃝ が必要条件である。

1⃝のとき，f ′(x) = 0の異なる 2つの実数解は x = ±a
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極値は f(−a)，f(a)であり，3次関数では

（極大値）>（極小値）が成り立つので

条件（ア）である（極大値）> 0かつ（極小値）< 0を，

（極大値）×（極小値）< 0 とし

f(−a) × f(a) < 0 · · · 2⃝ と考えてよい

f(−a) = −a3 + 3a2 + 4a = 2a3 + 4a

f(a) = a3 − 3a3 + 4a = −2a3 + 4a から 2⃝は
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(2a3 + 4a)(−2a3 + 4a) < 0

− 4a2 (a2 + 2)(a2 − 2) < 0

a2 (a2 − 2) > 0 ( ∵ a2 + 2 > 0)

a2 − 2 > 0 ( ∵ 1⃝)

1⃝の範囲で解き，求める範囲は
a < −

√
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